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前向きに挑戦する福井の企業を応援します

長寿企業に学ぶ
～永続のコツを県内長寿企業に訊く～
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長寿企業に学ぶ

長寿企業に学ぶ
～永続のコツを県内長寿企業に訊く～

全国的に見ても長寿企業の多い福井県。数多くの企業が老舗として
創業後100年以上、概ね 3代以上にわたって、今日も地元の信頼を
得続けています。今回の特集では、老舗ジャーナリスト前川洋一郎
氏の著書にある、永続経営のポイントになぞらえ、県内の長寿企業
の取り組みやその背景にある企業としての理念・思いに迫りました。
冒頭では前川氏に県内企業へのメッセージをいただきました。事例
企業の記事と併せて、自社の永続への参考にお読みいただければ幸
いです。

寄稿　前
まえかわ

川 洋
よういちろう

一郎 氏
老舗ジャーナリスト、老舗学研究会共同代表。
専門は企業経営論、経営史『老舗学』
1944年生まれ。神戸大学経営学部卒業、パナ
ソニック株式会社取締役を経て、大阪商業大
学大学院や流通科学大学、関西外国語大学で
教鞭をとる。
大阪商工会議所ツーリズム振興委員会副委員
長、日刊工業新聞社キャンパスベンチャーグ
ランプリ大阪審査委員、高知工科大学大学院
起業家コース客員教授、大阪商業大学大学院
非常勤講師ほか。

「
老し

に
せ舗
」
に
学
ぶ

〜
永
続
の
秘
訣
〜

長
寿
し
て
老
舗
と
な
る

秘
訣
は

　

宣
伝
広
告
で
、
歴
史
地
理
で
、

物
語
ド
ラ
マ
で
、「
老
舗
」
と
い

う
ワ
ー
ド
は
巷
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
老
舗
の
数
は
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
（
以
下
Ｔ
Ｄ
Ｂ
）
の
調
査

で
は
約
2 

7 

， 0 

0 

0
社
（
2 

0 

1 

4
年
8
月
時
点
）。
し
か
し
筆
者

の
調
べ
、
各
地
商
工
会
議
所
の
デ

ー
タ
及
び
Ｔ
Ｄ
Ｂ
の
老
舗
輩
出
率

（
そ
の
地
域
の
企
業
数
に
お
け
る

老
舗
の
割
合
）
全
国
平
均
1
．8 

9
％
か
ら
試
算
す
る
と
、
未
公
開

の
中
小
同
族
を
含
め
全
国
で
お
よ

そ
10
万
社
も
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

起
業
・
創
業
か
ら
ど
う
し
て

1 
0 
0
年
永
続
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
老
舗
に
な
っ
て
か
ら
さ
ら
に

2 

0 

0
年
、3 
0 
0
年
と
生
き
残
る

の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
要
因
は
大
き
く
分
け
て
、

図
①
「
老
舗
の
形
体
」
の
よ
う
に
、

マ
ク
ロ
要
因
（
政
治
経
済
体
制
、

天
変
地
異
な
ど
）、地
域
要
因
（
地

元
資
源
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
地
産

地
消
な
ど
）、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
要

因
（
顧
客
、
取
引
先
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
多
角
化
、
第
二
創
業
な

ど
）、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
要
因
（
先
祖

親
戚
、
後
継
者
、
労
使
、
企
業
家

精
神
な
ど
）
の
4
つ
。
そ
し
て
、

家
系
・
家
訓
・
秘
伝
な
ど
外
か
ら

み
え
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
な
背
骨

で
す
。
こ
れ
ら
が
プ
ラ
ス
に
作
用

し
て
追
い
風
と
な
る
か
、
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
足
を
引
っ
張
る
か
、

い
や
も
っ
と
い
え
ば
ど
の
よ
う
に

活
か
す
か
、
で
栄
枯
盛
衰
は
決
ま

る
の
で
す
。

　

筆
者
は
こ
の
10
年
間
、
全
国
7 

5 

0
社
の
老
舗
を
巡
回
し
、
内
3 

7 

1
社
の
ト
ッ
プ
と
面
談
し
て
き

ま
し
た
。
日
本
は
老
舗
大
国
と
い

わ
れ
る
だ
け
に
古
今
東
西
、
秘
訣

に
つ
い
て
は
暖
簾
、
家
訓
、
立
志

伝
、
名
物
名
産
な
ど
の
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
面
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
、
表
面
的
な
心
地

よ
い
耳
学
問
に
終
わ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
4
つ
の
要
因
と
背
骨
に
つ

い
て
、
現
場
の
実
学
と
現
代
の
経

営
学
を
橋
渡
し
す
る
「
老
舗
学
」

と
し
て
体
系
づ
け
、
タ
テ
マ
エ
と

ホ
ン
ネ
、
短
期
と
長
期
の
視
点
の

違
い
を
分
析
し
ま
し
た
。
結
果
、

老
舗
と
な
る
秘
訣
「
戦
略
」
10
章

と
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
「
戦
訓
」

20
則
を
、
拙
著
「
な
ぜ
あ
の
会
社

は
1 
0 
0
年
も
繁
盛
し
て
い
る
の

か
」（
発
行
：
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
2 

0 

1 

5
年
2
月
）
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　

決
し
て
戦
略
戦
訓
の
全
て
を
実

行
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

社
の
創
業
理
念
、
社
史
経
緯
、
業

界
特
質
、
地
域
事
情
、
社
会
変
革

に
よ
っ
て
2
〜
3
項
目
を
選
択
し

て
徹
底
集
中
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
。2 

0 

0
年
、3 

0 

0
年
と

長
寿
す
る
の
に
大
切
な
こ
と
は

　

そ
の
中
で
も
、
会
社
・
商
店
と

し
て
の
「
暖
簾
」
と
い
う
か
今
は

や
り
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

の
ま
ま
で
よ
け
れ
ば
伝
統
を
保
守

し
、
不
易
に
徹
す
る
。
世
が
変
わ

る
と
み
れ
ば
新
規
に
革
新
し
、
流

行
に
乗
る
の
で
す
。
こ
の
保
守
と

革
新
を
舵
と
り
し
、「
形
体
」
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
「
守
成
」

で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
モ
デ
ル
で
話

題
と
な
っ
て
い
た
近
世
浪
速
の
豪

商
加
島
屋
、
続
く
戦
後
現
代
の
大

同
生
命
を
み
て
も
図
②
の
通
り

「
形
体
」
の
く
り
か
え
し
で
す
。

米
屋
か
ら
両
替
屋
、そ
し
て
炭
鉱
、

銀
行
、
紡
績
、
今
は
生
命
保
険
で

す
。
4 

0 

0
年
近
い
社
史
の
中
で

5
つ
の
形
体
を
く
り
か
え
し
、
今

日
も
見
事
に
繁
盛
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
北
陸
・
福
井

の
老
舗
は
ど
う
か

　

企
業
は
ど
う
し
て
も
人
口
、
経

済
に
比
例
し
て
大
都
市
に
集
中
し

ま
す
が
、
老
舗
は
違
い
ま
す
。
都

道
府
県
別
の
数
で
は
、
や
は
り
第

1
位
の
東
京
に
つ
づ
き
大
阪
、
愛

知
、
京
都
、
新
潟
の
順
で
多
い
。

し
か
し
先
述
の
輩
出
率
で
は
、
1

位
京
都
4
．0 

0
％
、
2
位
山
形

3
．9 

1
％
、
3
位
島
根
3
．7 

2

％
、
4
位
新
潟
3
．6 

9
％
、
5

位
滋
賀
3
．3 

3
に
つ
づ
き
、
6

位
福
井
3
．2 

1
％
で
す
。
以
下

北
陸
勢
は
富
山
が
8
位
、
石
川
が

15
位
に
あ
り
、
日
本
海
側
が
高
率

で
す
。

　

一
方
、
都
道
府
県
の
住
民
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
経
済
社
会
、
暮
ら
し
文

化
の
面
か
ら
総
合
判
定
し
、
1
人

当
り
民
力
水
準
を
み
る
と
、
第

1
位
福
井
1 

2 

7
．8
、
第
2
位
山

梨
1 

2 

6
．2
、
第
3
位
東
京
1 

2 

5
．9
、
第
4
位
富
山
1 

2 

4
．4
、

第
5
位
島
根
1 

2 

2
．7
で
す
。
石

川
は
8
位
1 

1 

9
．0
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
民
力
2 

0 

1 

5
朝
日
新
聞

版
2 

0 

1 

5
年
8
月
）

　

こ
こ
で
輩
出
率
と
民
力
水
準
の

相
関
を
み
る
と
、
図
③
の
通
り
お

も
し
ろ
い
結
果
が
で
て
き
ま
す
。

歴
史
が
古
く
観
光
の
メ
ッ
カ
で
あ

る
京
都
、
そ
し
て
日
本
最
大
の
集

中
都
市
東
京
を
除
く
と
、
地
方
が

輩
出
率
で
も
民
力
水
準
で
も
上
位

に
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も
福
井
は

両
方
の
順
位
6
と
1
を
足
し
た
単

純
数
字
7
で
み
る
と
日
本
一
と
い

え
ま
す
。

　

決
し
て
大
都
市
で
は
な
く
、
地

方
で
老
舗
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
民
力
の
高
い
と
こ
ろ

で
老
舗
輩
出
率
が
高
い
と
い
う
こ

と
は
、
地
域
の
豊
か
さ
に
比
例
し

て
老
舗
が
長
寿
す
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

福
井
を
中
心
と
す
る
北
陸
は
、

歴
史
的
、
地
理
的
に
み
て
、
ま
た
、

産
業
経
済
面
も
生
活
文
化
に
お
い

て
も
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
北
陸

は
老
舗
の
温
床
で
あ
り
、
老
舗
が

北
陸
の
活
性
役
と
い
え
ま
す
。

福
井
の
企
業
へ
の
期
待
、

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
日
、
国
あ
げ
て
人
口
減
、
少

子
高
齢
化
、
東
京
一
極
集
中
に
対
し

て
一
億
総
活
躍
、
地
方
創
生
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。
地
方
が
元
気
に

な
る
た
め
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
開
業

率
の
上
昇
や
公
共
投
資
の
拡
大
も

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
現
に
あ

る
企
業
の
永
続
繁
盛
が
何
よ
り
大

切
で
す
。
大
き
く
な
く
て
も
よ
い
、

有
名
で
な
く
て
も
よ
い
。
永
年
に

わ
た
り
納
税
、
雇
用
、
新
規
開
発
、

地
元
貢
献
を
続
け
る
こ
と
が
地
方

の
足
腰
と
な
り
、
他
所
へ
の
ア
ド

バ
ル
ー
ン
と
な
り
ま
す
。
老
舗
の

形
体
、
守
成
に
は
経
営
の
手
本
と

な
る
部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
は
ず
。

そ
の
取
り
組
み
や
理
念
を
ヒ
ン
ト

に
福
井
の
地
の
利
を
活
か
し
、
永
続

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
福
井
の
老
舗
に
は
地
場

産
業
の
代
表
と
し
て
、
北
陸
開
発

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
元
貢
献

に
ひ
と
肌
脱
い
で
ほ
し
い
。　
　

　

そ
し
て
福
井
の
企
業
へ
の
期
待

は
、
第
一
に
老
舗
を
核
と
し
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
し
っ
か
り
構
築
し
、
団
結
す

る
こ
と
。
第
二
に
県
を
あ
げ
て
地

域
の
人
材
、
技
術
、
資
源
、
情
報

を
活
用
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
内

発
で
新
規
事
業
を
興
す
こ
と
。
第

三
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
徹
底
的

に
喰
ら
い
つ
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
外
需
を
取
り
込
む
こ
と
。
こ

の
3
つ
と
考
え
ま
す
。

図①：老舗の生成要因「老舗の形体」

図②：NHK朝ドラにみる老舗の形体のくり返し

図③：府県別老舗の輩出率と民力水準の相関

輩出率 順位 一人当り民力水準
4.00％ 京都 1 福井 127.8
3.91％ 山形 2 山梨 126.2
3.72％ 島根 3 東京 125.9
3.69％ 新潟 4 富山 124.4
3.33％ 滋賀 5 島根 122.7
3.21％ 福井 6 岩手 120.7
3.16％ 長野 7 長野 119.2
3.00％ 富山 8 石川 119.0
2.84％ 三重 9 徳島 118.6
2.72％ 奈良 10 鳥取 117.0
2.67％ 福島 11 山形 116.3
2.60％ 鳥取 12 秋田 115.7
2.58％ 秋田 13 高知 111.3
2.56％ 佐賀 14 香川 111.2
2.54％ 石川 15 山口 109.3

以下　省略
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長寿企業に学ぶ

　

こ
れ
ま
で
の
展
開
に
つ
い
て

「
時
代
を
先
読
み
し
て
の
展
開
と

い
う
よ
り
、
時
代
の
要
請
・
必
然

性
に
合
わ
せ
て
事
業
を
広
げ
て
い

っ
た
」と
振
り
返
る
山
本
氏
。「
老

舗
に
な
る
に
は
『
飛
び
上
が
ら
な

い
』
と
い
う
考
え
が
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
良
い
時
・
悪
い

も
あ
り
、
営
業
拠
点
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
い
こ
と
が
直

接
、
拠
点
自
体
の
業
績
向
上
に
つ

な
が
る
と
も
。「
地
域
密
着
型
で

拠
点
を
増
や
し
た
経
緯
も
あ
り
、

会
社
全
体
の
従
業
員
規
模
か
ら
す

る
と
拠
点
数
が
多
く
、
各
拠
点
の

従
業
員
数
も
5
人
か
ら
20
人
程
度

で
す
。『
効
率
が
悪
い
の
で
は
』

と
い
う
見
方
も
さ
れ
ま
す
が
、
小

規
模
だ
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
の
で
す
」

「
飛
び
上
が
ら
な
い
」
が

長
寿
企
業
の
眼
目
と
強
調

　

山
本
氏
が
5
代
目
社
長
と
し
て

就
任
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

鉄
鋼
相
場
の
乱
高
下
な
ど
に
直
面

し
、
重
要
な
経
営
判
断
を
求
め
ら

れ
る
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
結
局
、
最
後
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
っ
た
の
は
社
是
や
社

員
訓
で
し
た
。
祖
父（
＝
先
々
代
）

や
父
（
＝
先
代
）
だ
っ
た
ら
、
こ

の
時
ど
う
判
断
し
た
だ
ろ
う
か
と

熟
考
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

受
け
売
り
で
は
あ
り
ま
す
が
と
前

置
き
し
た
上
で
、「『
超
え
ら
れ
な

い
試
練
は
な
い
』
と
い
う
心
持
ち

で
、
物
事
を
楽
観
的
に
捉
え
て
い

る
ふ
し
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
も
話

し
ま
す
。

　

経
営
に
は
売
り
上
げ
目
標
と
い

う
数
字
が
付
き
も
の
で
す
が
、
山

本
氏
は
「
数
字
だ
け
を
追
わ
な
い

こ
と
も
ま
た
大
切
」と
強
調
。「
創

業
1 

5 

0
年
と
い
う
区
切
り
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
売
上
高

1 

5 

0
億
円
を
目
標
に
は
し
て
い

ま
す
が
、
目
標
と
ノ
ル
マ
と
は
違

う
と
い
う
の
が
自
分
の
考
え
方
。

目
標
は
各
営
業
拠
点
の
努
力
で
達

成
で
き
る
現
実
的
な
数
字
で
あ
る

べ
き
で
す
」。
無
理
な
数
値
設
定

は
、
社
是
や
社
員
訓
を
踏
み
外
し

た
行
動
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
か

ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　

同
社
の
営
業
所
は
現
在
、
福
井

市
・
越
前
市
・
敦
賀
市
・
小
浜
市

内
に
計
9
ヵ
所
。
現
実
に
即
し
た

数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
る
こ
と

的
な
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
も
の

の
、
1 

9 

7 

3
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、
70
年
代
〜
80
年
代
に

か
け
て
は
、
同
社
を
め
ぐ
る
業
界

の
環
境
そ
の
も
の
が
苦
し
い
時
期

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き

た
中
で
、
同
社
が
大
切
に
し
て
き

た
の
は
「
人
な
く
し
て
企
業
な

し
」
と
い
う
先
代
か
ら
の
教
え
で

し
た
。
山
本
氏
は
「
品
格
あ
る
人

材
が
そ
ろ
え
ば
、
社
会
も
会
社
も

家
族
も
良
く
な
り
幸
せ
に
な
り
ま

す
。
品
格
あ
る
人
を
集
め
育
て
る

こ
と
が
経
営
の
眼
目
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

無
理
な
数
値
目
標
を
掲
げ
ず

社
是
や
社
員
訓
を
守
り
抜
く

　

そ
の
方
針
は
「
自
ら
品
性
の
陶

冶
に
錬
み
、
健
全
な
身
体
で
、
企

業
活
動
を
通
じ
、
道
義
社
会
の
建

設
に
邁
進
せ
よ
。」
と
い
う
社
是

や
、「
感
謝
報
恩
」「
率
先
開
発
」「
明

朗
闊
達
」
の
三
本
柱
か
ら
な
る
社

員
訓
に
表
れ
て
い
ま
す
。「
例
え

ば
『
感
謝
報
恩
』
の
実
践
で
は
、

社
員
一
人
一
人
に
、
日
々
仕
事
を

終
え
る
時
に
『
周
囲
に
対
し
、
今

日
の
自
分
は
正
し
い
判
断
や
動
き

を
し
た
か
』
と
振
り
返
り
を
す
る

よ
う
課
し
て
い
ま
す
」

「
人
な
く
し
て
企
業
な
し
」
で

時
代
の
荒
波
乗
り
越
え
る

　

明
治
の
初
め
、
同
市
蓬
莱
町
の

「
蔵
の
辻
」
地
区
で
金
物
店
と
し

て
創
業
し
た
同
社
。
泉
州
堺（
現
・

大
阪
府
堺
市
）
で
中
国
・
韓
国
の

貿
易
品
（
唐
物
）
を
扱
う
店
が
前

身
に
当
た
る
と
い
い
、『
カ
ラ
ヤ
』

と
い
う
屋
号
の
起
源
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
基
礎
を
作
っ
た
の
は
、

現
社
長
の
父
で
あ
る
先
代
の
仁
左

衛
門
氏
。
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年

代
に
か
け
て
の
高
度
成
長
期
の

土
木
・
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
を
契
機

に
、
飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
金
物
だ
け
で
な
く
、
針
金

や
波
板
、
水
道
用
の
パ
イ
プ
、
ド

ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
工
具
な
ど
鉄
関

連
製
品
を
手
広
く
扱
う
よ
う
に
な

り
、
福
井
市
や
敦
賀
市
、
小
浜
市

へ
と
営
業
拠
点
の
拡
大
が
進
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
建
設
・
土
木
か

ら
派
生
し
た
冷
暖
房
設
備
の
設
計

や
建
設
機
械
の
リ
ー
ス
業
務
を
手

掛
け
る
な
ど
、
幅
広
く
事
業
を
展

開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
山
本
氏
は
「
高
度
成

長
期
以
降
、
こ
こ
ま
で
の
道
の
り

は
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
昭
和
20
年
代
初

め
の
戦
災
や
震
災
な
ど
で
は
直
接

県内長寿企業の一つとして、創業150年という区切りを迎えるカラヤ株式会社を紹介し
ます。越前市内で金物店として創業し、「鉄」という軸からぶれることなく事業領域拡
大を進めてきた同社。「３歩進んで２歩下がるくらいがちょうどいい」と地に足のつい
た経営を心掛ける代表取締役・山本仁左衛門氏に、長寿企業の眼目について伺いました。

「 3歩進んで 2歩下がる」
堅実経営で創業150年
カラヤ株式会社

「日本型理念経営」

山本 仁左衛門 氏

時
は
表
裏
一
体
で
す
。
同
業
他
社

が
調
子
良
く
見
え
る
と
つ
い
焦
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、『
よ
そ

は
よ
そ
、
う
ち
は
う
ち
』
と
お
お

ら
か
に
構
え
、
一
発
稼
ぎ
に
飛
び

つ
か
な
い
よ
う
な
経
営
を
進
め
た

い
で
す
ね
」
と
誓
い
ま
す
。

鉄鋼、建設資材、水道機材など、鉄にまつわるジャンルでの展開を見せます。

カラヤ株式会社
http://www.karaya.co.jp/
所 在 地：越前市中央2－6－5
電話番号：0778－22－2109
代 表 者：山本 仁左衛門 氏
資 本 金：9,600万円（グループ合計）
従業員数：175名（グループ合計）
事業内容：鋼材・二次製品販売加工、建設資材・機械

器具・機械工具・水道用品・一般金物の販
売、建築・土木工事設計施工、冷暖房設備
設計、家庭用品小売、建設機械リース

山本家のルーツ。明治20年7月発行『福井県下商工便覧』より。

目先の利益よりも長期目線の安定経営を心がける。
永続取引、組織尊重、人本尊重など日本的な価値感を大切に。
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長寿企業に学ぶ

の
新
し
さ
だ
け
で
な
く
、
昔
な
が

ら
の
お
客
さ
ま
に
現
代
風
の
提
案

を
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
表
情
を
引
き
締

め
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
時
代
も
新
し
い
も
の

を
取
り
込
ま
な
い
と
生
き
残
れ
な

い
。
平
安
時
代
は
鳥
の
子
、
江
戸

時
代
は
奉
書
、
需
要
に
応
え
て
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
き
た
か

ら
、
越
前
和
紙
は
今
に
残
っ
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

伝
統
を
守
り
な
が
ら
革
新
を
繰

り
返
し
、
同
社
は
越
前
和
紙
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し

ま
す
。

た
人
に
贈
ら
れ
る
第
1
回
『
三
井

ゴ
ー
ル
デ
ン
匠
賞
』
を
受
賞
。
異

業
種
と
の
連
携
や
新
技
術
の
開

発
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
と
い
っ

た
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
僕
は
〝
つ
な
ぐ
人
〞。
最
新
の

情
報
や
国
内
外
の
生
の
声
を
職
人

に
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
越
前
和
紙

の
紙
漉
き
の
技
や
現
場
を
世
界
に

発
信
し
て
い
き
た
い
。
元
気
な
若

い
職
人
が
育
っ
て
い
る
の
で
、
越

前
和
紙
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
挑

戦
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

そ
の
一
方
で
、「
最
近
は
、
目
先

オ
リ
ジ
ナ
ル
文
具
ブ
ラ
ン
ド
『
Ｊ

ｏ
Ｙ
ｏ
』
を
立
ち
上
げ
る
に
至
り

ま
す
。

　
「
す
べ
て
後
押
し
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
が
い
た
か
ら
で
き
た
こ

と
。
人
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」。

伝
統
と
革
新
を
繰
り
返
し

人
と
技
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　

同
社
が
提
案
す
る
越
前
和
紙

は
、
東
京
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
『
森

タ
ワ
ー
』
の
イ
ン
テ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド『
ゲ
ラ
ン
』

の
ウ
イ
ン
ド
ー
装
飾
な
ど
に
も
採

用
さ
れ
、
国
内
外
で
販
路
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
2
月
、
杉
原
氏
は
日
本
の

伝
統
工
芸
文
化
の
発
展
に
寄
与
し

振
り
返
り
ま
す
。

　

続
く
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
2 

0 

0 

2
年
に
東
京
で
開
か
れ
た
イ

ン
テ
リ
ア
の
国
際
展
示
会
『
Ｉ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
』
へ
の
参
加
で
す
。
越
前
和

紙
を
使
っ
た
立
体
的
な
間
接
照
明

や
オ
ブ
ジ
ェ
が
高
く
評
価
さ

れ
、
初
出
品
で
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

期
に
、
ド
イ
ツ
人
デ
ザ
イ
ナ

ー 

ヨ
ル
グ
・
ゲ
ス
ナ
ー
氏
が

和
紙
の
研
究
の
た
め
来
日
し
、

同
社
を
訪
問
。
杉
原
氏
が
企
画

し
た
越
前
漆
器
と
越
前
和
紙

を
融
合
さ
せ
た
『
漆
和
紙
（
う

る
わ
し
）』
を
使
っ
て
、
ゲ
ス

ナ
ー
氏
は
立
体
的
な
デ
ザ
イ

ン
を
創
作
。
2 

0 

1 

0
年
に
、

に
進
行
。
杉
原
氏
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
は
じ
め
た
2 

0 

0 

0
年
頃
、「
紙
見
本
を
バ
ラ
ま
い

て
注
文
を
待
つ
」
と
い
う
従
来
の

紙
問
屋
の
あ
り
方
に
危
機
感
を
抱

き
、
提
案
型
へ
の
脱
却
を
図
り
ま

し
た
。そ
の
と
き
手
が
け
た
の
が
、

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
対
応

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品『
羽
二
重
紙
』

で
す
。

平
面
か
ら
立
体
へ
と
進
化

越
前
漆
器
と
の
新
商
品
も

　
『
羽
二
重
紙
』
は
表
と
裏
で
色

と
質
感
が
異
な
り
、
両
面
に
印
刷

で
き
る
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
越
前
和

紙
で
す
。

　
「
僕
自
身
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

い
て
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
で
印
刷
で
き
る
和
紙
が
ほ
し
か

っ
た
。
こ
ん
な
紙
に
し
た
い
と
考

え
、
地
元
の
職
人
さ
ん
に
相
談
し

て
作
り
ま
し
た
」。
こ
う
し
た
挑

戦
は
、
約
50
軒
も
の
紙
漉
き
業
が

軒
を
並
べ
る
越
前
和
紙
の
里
で
、

職
人
の
個
性
を
知
り
尽
く
し
た
杉

原
氏
だ
か
ら
実
現
で
き
た
も
の
。

新
し
い
和
紙
が
で
き
た
手
応
え
を

感
じ
ま
し
た
が
、「
最
初
は
な
か

な
か
売
れ
な
か
っ
た
」
と
当
時
を

木
版
か
ら
活
版
、
さ
ら
に

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
対
応
へ

　

約
1 

5 

0 

0
年
も
の
歴
史
を
誇

る
越
前
和
紙
。
そ
の
長
い
歩
み
の

中
で
、
木
版
か
ら
活
版
へ
印
刷
技

術
が
移
行
し
た
明
治
時
代
は
、
特

筆
す
べ
き
転
換
期
で
し
た
。「
江

戸
時
代
ま
で
、
越
前
和
紙
に
は
紙

座（
※
）
が
あ
り
、
幕
府
の
手
厚
い

庇
護
を
受
け
て
い
ま
し
た
の
で
、

和
紙
を
作
る
だ
け
で
職
人
は
生
き

て
い
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治

に
な
る
と
洋
紙
が
普
及
し
、
従
来

の
や
り
方
で
は
産
地
が
成
り
立
た

な
く
な
る
ほ
ど
の
危
機
に
直
面
し

た
ん
で
す
」
と
語
る
杉
原
氏
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
同
社
は

1 

8 

7 

1
年
に
越
前
和
紙
の
製
造

か
ら
卸
売
業
に
転
換
し
、
杉
原
商

店
を
創
業
。「
越
前
和
紙
の
生
き

残
り
を
か
け
た
、
新
し
い
技
術
に

対
応
す
る
和
紙
づ
く
り
」
を
提
案

し
ま
す
。
そ
の
反
響
は
大
き
く
、

販
路
は
国
内
へ
広
が
り
、
戦
前
に

は
東
京
に
事
務
所
を
構
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
は
移
り
21
世
紀
、
越
前
和

紙
を
取
り
巻
く
状
況
は
「
創
業
当

時
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
激
動
期
」

と
杉
原
氏
は
言
い
ま
す
。
ス
マ
ホ

を
は
じ
め
と
す
る
情
報
端
末
の
普

及
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
急
速

越前和紙の紙問屋として、和紙の豊かさを世界に伝える株式会社杉原商店。江戸時代に
は紙漉きを手がけ、1871年に卸売業に業種転換。職人の技や個性を生かした越前和紙
の企画から製造、販売、用途開発まで幅広く手がけています。伝統を受け継ぎながら時
代に合わせて変化する越前和紙の歩みと、それを支えてきた自社の挑戦と進化について、
社長であり和紙ソムリエを務める10代目 杉原吉直氏に伺いました。

越前和紙の歩みとともに
時代に合わせて進化する
株式会社杉原商店

「進化変身経営」

杉原 吉直 氏
独特の色あいが特徴の漆和紙（うるわし）歴史の風情を感じる社屋の前で。

ゲランのウインドー装飾。
ヨルグ・ゲスナー氏が制作に当たりました。

新技術「DECO-WASHI  デコ和紙」のメッセージカード。
裏面は平らになっており、文字を書く際にもストレスを感じません。

株式会社杉原商店
http://www.washiya.com/
所 在 地：越前市不老町17－2
電話番号：0778－42－0144
代 表 者：杉原 吉直 氏
資 本 金：1,000万円
従業員数： 6名
事業内容：和紙の企画、製造、

販売、用途開発

世の中の移り変わりを上手に汲み取り、時代に合わせた自主的な変化をする。

（
※
）紙
の
製
造
・
販
売
に
つ
い
て
の
特
権
を
幕

府
や
本
所
に
承
認
さ
れ
て
独
占
し
た
職
業

集
団
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長寿企業に学ぶ

　
「
こ
の
店
が
な
く
な
る
と
困
る

人
も
き
っ
と
い
る
は
ず
。
先
代
の

教
え
通
り
、
ま
ず
は
続
け
て
い
く

こ
と
で
す
。
地
域
の
た
め
に
も
残

っ
て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」。

す
。

　
「
指
針
と
し
て
浸
透
す
る
よ
う
、

毎
朝
の
朝
礼
で
、
全
社
員
で
唱
和

し
て
い
ま
す
」
と
小
林
氏
。
企
業

の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
思
い
を
社
内

に
明
瞭
に
示
す
こ
と
で
、
生
き
た

経
営
理
念
と
し
て
社
内
に
根
付
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ご
子
息
の
博
紀
氏
に
社
長
の
代

を
譲
っ
た
際
に
は
「
借
金
は
す
る

な
」
と
、
現
在
の
無
借
金
経
営
を

守
る
こ
と
を
伝
え
た
と
話
す
3
代

目
。
さ
ら
に
、
企
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で

あ
る
発
明
へ
の
取
り
組
み
は
自
然

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
様
子
で

す
。
博
紀
氏
は
こ
れ
ま
で
に
製
造

さ
れ
た
機
械
に
手
を
加
え
、
顧
客

の
要
望
に
合
わ
せ
て
日
々
改
良
を

重
ね
て
い
ま
す
。「
心
得
の
8
条

〝
改
善
か
ら
出
発
す
る
〞。
こ
れ
を

守
り
進
め
て
い
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
」
と
将
男
氏
も
今
後
の
発
展
へ

期
待
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

　

今
で
も
新
た
な
開
発
を
い
く
つ

か
並
行
し
て
進
め
て
い
る
同
社
。

さ
ら
に
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
も
切

り
込
ん
で
い
く
見
込
み
も
明
か
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

に
来
て
く
れ
る
お
客
様
へ
の
お
も

て
な
し
の
心
で
手
掛
け
ま
し
た
。

味
を
落
と
さ
な
い
の
は
当
た
り
前

で
、
も
う
一
歩
先
の
価
値
を
提
供

し
た
い
。
あ
く
ま
で
売
上
や
規
模

は
現
状
維
持
で
続
け
て
い
く
た
め

の
戦
略
の
一
つ
で
す
」。

　

後
継
者
問
題
で
廃
業
し
て
い
く

同
業
も
多
い
中
、
3
年
前
に
法
人

化
し
た
の
は
5
代
目
候
補
の
長
男

の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
先

2 

0 

0
年
企
業
に
な
る
た
め
の
準

備
と
同
氏
。
株
式
会
社
と
い
う
一

つ
の
〝
箱
〞
に
し
て
引
き
継
い
だ

暖
簾
を
次
代
に
渡
し
や
す
い
よ
う

に
、
と
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と

話
し
ま
す
。

る
と
い
え
ま
す
。

　
「
最
初
に
羽
二
重
餅
用
の
マ
シ

ン
を
開
発
し
た
1 

9 

7 

1
年
当
時

か
ら
特
許
取
得
に
は
先
が
け
て
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
保
持
す
る

だ
け
で
も
莫
大
な
費
用
が
掛
か
り

ま
す
が
、
こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
生

き
残
る
こ
と
も
で
き
た
」。
現
在

2 

0 

0
件
を
超
す
特
許
を
取
得
し

て
い
る
同
社
。
特
許
に
よ
り
知
的

財
産
を
守
る
こ
と
で
、
価
格
で
の

勝
負
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
、
利
益
を
次
の
新
商
品
開
発
に

活
か
す
好
循
環
が
生
ま
れ
た
と
い

い
ま
す
。

発
明
へ
の
思
い
を
明
文
化

次
世
代
へ
の
浸
透
・
継
承

　

こ
の
よ
う
に
、
食
品
機
械
の
製

造
に
舵
を
切
っ
て
か
ら
の
同
社
の

指
針
は
、
ま
さ
に
〝
発
明
〞
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。
小
林
氏
自
身
の

長
年
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の

発
明
へ
の
考
え
を
、
そ
の
後
の
新

た
な
企
業
経
営
の
背
骨
と
す
べ
く

同
氏
は
「
発
明
の
心
得
20
か
条
」

を
定
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
前
述

の
〝
ど
こ
に
も
な
い
世
界
初
の
も

の
づ
く
り
〞や〝
特
許
で
固
め
る
〞

と
い
っ
た
言
葉
も
並
ん
で
お
り
、

こ
の
心
得
が
そ
の
ま
ま
、
社
訓
や

社
員
の
行
動
指
針
と
な
っ
て
い
ま

立
て
る
た
め
、
砂
糖
の
割
合
を
抑

え
て
理
想
の
味
に
近
づ
け
る
な

ど
、
定
番
商
品
で
あ
っ
て
も
改
良

の
手
を
緩
め
ま
せ
ん
。

「
お
客
様
か
ら
味
が
変
わ
っ
た
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
変
え
る
と

き
は
一
気
に
は
せ
ず
徐
々
に
。
以

前
は
皮
が
お
い
し
い
と
言
わ
れ
て

い
た
六
方
焼
も
、
近
頃
は
あ
ん
こ

が
お
い
し
い
と
い
う
声
が
多
く
な

っ
た
気
が
し
ま
す
」
と
高
橋
氏
も

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
改
善
で
現
状
維
持

事
業
承
継
、
継
続
へ
の
思
い

　

初
代
の
い
ま
し
め
と
同
様
、
経

営
に
関
し
て
も
堅
実
な
姿
勢
を
崩

さ
な
い
同
社
。「
店
を
大
き
く
す

る
こ
と
よ
り
も
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
商
売
は
自
分
の
目
の
届

く
範
囲
で
」
と
先
代
か
ら
口
癖
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
と
高
橋

氏
。
と
は
い
え
人
口
減
少
や
コ
ン

ビ
ニ
ス
イ
ー
ツ
の
台
頭
な
ど
の
要

因
で
、
進
化
を
止
め
れ
ば
下
降
線

を
た
ど
る
と
い
う
現
実
も
同
氏
は

口
に
し
ま
す
。
昨
年
、
当
支
援
セ

ン
タ
ー
の
「
ふ
く
い
の
老
舗
企
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
助
成
金
」
を
使

っ
た
店
舗
改
修
も
そ
の
一
環
で

す
。

　
「
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
店
ま
で
買
い

発
明
の
継
続
で
多
品
種
展
開

特
許
取
得
で
の
守
り
も

　

落
雁
な
ど
押
し
型
菓
子
用
の
木

型
彫
刻
を
し
て
い
た
、
同
社
の
前

身
で
あ
る
小
林
京
鳳
堂
。
3
代
目

と
し
て
2
年
弱
、
木
型
製
造
を
行

う
も
「
時
代
の
流
れ
で
売
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。
食
品
機
械
製
造
へ

と
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
、
第
1

作
目
と
し
て
羽
二
重
餅
用
の
製
造

機
械
を
世
に
送
り
出
し
ま
す
。
そ

の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
和
菓

子
、
洋
菓
子
、
惣
菜
、
パ
ン
、
米

飯
の
5
つ
を
事
業
の
主
な
柱
と

し
、
機
械
方
式
や
ジ
ャ
ン
ル
を

徐
々
に
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
ど
こ
に
も
な
い
も
の
を
探
し

て
、
世
界
で
初
め
て
の
も
の
づ
く

り
を
し
て
き
た
こ
と
、
多
品
種
の

開
発
を
し
続
け
た
こ
と
で
、
時
代

に
関
係
な
く
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
売

り
上
げ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

た
要
因
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

77
歳
の
今
で
も
福
井
県
発
明
協

会
の
会
長
を
務
め
、
同
社
の
開
発

す
る
機
械
の
全
て
は
小
林
氏
の
ア

イ
デ
ア
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
の
数
々
を
〝
特

許
〞
と
い
う
形
で
守
り
固
め
て
き

た
こ
と
も
、
成
功
に
繋
が
っ
て
い

初
代
の
言
葉
を
守
り
伝
え

味
の
伝
承
に
活
か
す

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の

波
を
乗
り
越
え
て
き
た
同
社
。
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、初
代
が
残
し
た「
い

ま
し
め
」
と
い
え
ま
す
。〝
職
人

は
菓
子
を
語
ら
ず
、
菓
子
に
語
ら

せ
よ
〞、〝
自
信
あ
る
と
き
こ
そ
小

心
で
あ
れ
〞
な
ど
職
人
気
質
で
実

直
な
言
葉
が
並
び
ま
す
。
口
伝
え

の
い
ま
し
め
を
先
代
が
5
カ
条
に

取
り
ま
と
め
、
日
々
の
指
針
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
中
で
も
材
料
に
は
良
い
も
の

を
、
と
い
う
こ
と
は
父
や
祖
父
の

代
か
ら
も
よ
く
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
少
々
原
価
が
上
が
っ
て
も
味

を
落
と
さ
な
い
こ
と
が
最
優
先
で

す
。
良
い
お
菓
子
を
作
っ
て
な
ん

ぼ
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
り
ま

せ
ん
」
と
4
代
目
の
髙
橋
厚
至
氏

は
話
し
ま
す
。

　

六
方
焼
、
大
次
郎
餅
な
ど
同
社

の
人
気
商
品
は
ど
れ
も
シ
ン
プ
ル

な
お
菓
子
ば
か
り
。そ
れ
だ
け
に
、

原
材
料
の
良
し
悪
し
が
如
実
に
味

に
影
響
し
ま
す
。
こ
と
に
、
あ
ん

こ
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
く
、
北
海

道
十
勝
産
の
ブ
ラ
ン
ド
小
豆
を
、

手
間
を
惜
し
ま
ず
自
家
製
餡
し
優

し
い
風
味
を
引
き
出
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
小
豆
の
風
味
を
よ
り
引
き

食品製造機械の開発製造・販売で業界に名を馳せる同社。中でもパン生地に具材を包
む包あん成形機は世界シェア95％を誇り、看板商品のマジックハンドは手包みを超
える仕上がりとも言われます。株式会社コバード会長の小林将男氏に、ここまでの成
功への道筋と今後の企業の永続への取り組みについてお聞きしました。

高浜町の古街道に1905年から暖簾を掲げ、110年もの長きにわたりお菓子作りを続ける
株式会社大次郎。看板商品にもなっている「六方焼」は手土産やお茶請けとして地元高
浜で愛されているのはもちろん、敦賀や福井などから買いに来るファンもいるほど。暖
簾に込められた理念を守り、永続する同社の取り組みを社長の髙橋厚至氏に伺いました。

発明を企業経営の背骨に
明文化と浸透で次代に継承

暖簾に込められた理念を指針に
その価値を守り育てる

株式会社コバード 株式会社大次郎「駅伝タスキ経営」 「暖簾資産経営」

小林 将男 氏 髙橋 厚至 氏

株式会社コバード
http://www.kobird.co.jp/
所 在 地：坂井市春江町藤鷲塚36
電話番号：0776－51－5100
代 表 者：小林 将男 氏・小林 博紀 氏
資 本 金：8,500万円
従業員数：106名
事業内容：食品自動機械の開発、製造、

販売

株式会社大次郎
http://www.eonet.ne.jp/~daijirou1905/
所 在 地：大飯郡高浜町青11－17
電話番号：0770－72－0308
代 表 者：髙橋 厚至 氏
資 本 金：500万円
従業員数： 8名（パート含む）
事業内容：菓子製造・小売

暖簾に込められた理念を大切にし、価値をさらに高め守る工夫や努力を怠らない。企業の永続は事業承継が鍵となる。DNAである理念を引き継ぐ工夫を。

ショーケースを新しくし、明るくスッキリとした印象に。

発明の心得を石碑に残しています。 パン用包成機マジックハンドMH－4
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長寿企業に学ぶ

福井のロングライフデザイン
定番を守る企業理念
福井のロングライフデザイン
定番を守る企業理念
長きにわたる長寿企業の経営は、その背
骨となる理念によって支えられていると
いえます。そしてまた、その理念により
生まれた商品には、定番となり長く愛さ
れているものが多く存在します。ここで
は、福井県民の日常の暮らしに寄り添う
定番商品を通して、それらを作り続け、
守り続けてきた企業の思いや理念をご紹
介します。

ご紹介する商品は、昨年鯖江市で行われた「福
井のロングライフデザイン展」からのセレク
ションです。

【理  念】
　おさな子の事ならすべてのお手伝いを
　おさな子の為に最良のものを
　おさな子の為に基準となることを

【理  念】
　食べる人の身になって真心こめておいしい菓子を

【理  念】
　事業理念「おいしさ真剣」

　小型のブロックしか存在しなかった当時、園児が安心
して遊べる、握りやすい大型のブロックを開発した同社。
1966年の発売から50年たった現在でも、割れにくい素材へ
の改良や色の調整などを重ね、年間5,000セットを売り上げ
ているヒット商品です。子どもたちの心やからだが成長す
る大切な時期に役立つように、100年以上の努力を重ねて
きた同社の理念がかたちとなり定番商品となっています。

　福井県民にはお馴染、冬の風物詩である水ようか
ん。定着し始めた大正時代には木製の容器に始まり、
1955年頃からは、現在にも続く紙パッケージになり
ました。どこにも無いオリジナルカラーをと赤色を採
用。確固たる現在の江川ブランドにつながります。こ
こ数年は地方発送にも力を入れており、それに対応
する密閉パッケージが登場するなど進化を続けていま
す。

　かにの形をしたお馴染の愛らしいプラスチック容
器。全国駅弁でもトップブランドの「越前かにめし」
は古くから福井の顔として親しまれてきました。以前
は鼻のあたりに穴があり、中の蒸気を逃がす役割を担
っていましたが、蒸気による加熱滅菌のために現在は
穴がなく密閉度も増しているよう。おいしさはもちろ
ん、顧客の安心や健康を真剣に追求する同社です。

Ｂブロック
株式会社ジャクエツ（敦賀市）

水ようかんのパッケージ
有限会社えがわ（福井市）

かにめしのパッケージ
株式会社番匠本店（福井市）

【理  念】
　あかりと香りの文化と伝統を守り育てる

【理  念】
　一子相伝の製法、家と酒は一体

【理  念】
　美味しいものをさらに美味しく
　高級なものをさらに高級なものに

【理  念】
　創業者の精神「おいしさは真心」

　風に強い和ろうそくに和紙を巻くことで、さらに炎
が消えにくく改良されたのがこの商品。今まで長きに
わたり同社が在り続けるのは、信仰の篤い福井県民の
生活に仏教文化が息づいているからと話す７代目の大
津竜一郎氏。その一方、現代のライフスタイルに適し
た新しい提案にも積極的。３Dプリンターでの試作に
より完成した「ANDON」などの新商品も販売され
ています。

　戦国大名朝倉氏ゆかりの家伝酒である「蘭麝酒」。
400年以上を経た現在も、一子相伝の薬味酒として健
康維持に愛飲されています。酒造りは一家総出で行わ
れ、十数種類の生薬を調合する工程は、ただ一人によ
ってされています。この長い歴史に育まれた伝統は、
品質保持と次世代への継承を守っています。

　1901年に生まれ、地元若狭の名産品となった「小
鯛の笹漬け」。この名産品の登場により、依頼を受け
作られ始めた小型の樽です。国産杉の樽は、保存容器
として適度に水分を調整し、鯛に杉の香りを付け風味
を引き立てる役割があります。時代が求める安心・安
全と高級感を兼ね備える小樽を作り続けてきたこと
で、現在では全国に販路を広げている同社です。

　福井の代表的な銘菓である羽二重餅。1905年に松
岡軒の２代目店主、淡島恒氏が羽二重餅を考案し、命
名したといわれています。パッケージには発売当時か
ら織姫とともに、中央には織物を織る際の経

たていと

糸に緯
よこいと

糸
を通すのに使われる杼

ひ

と呼ばれる道具が描かれ、福井
の繊維業の礎を築いた絹織物「羽二重」への思いと歴
史が込められています。

紙巻和ろうそく
株式会社小大黒屋商店（福井市）

蘭麝酒
青木蘭麝堂（福井市）

小鯛の笹漬け用の小樽
吉田桶樽商店（小浜市）

羽二重餅
株式会社羽二重餅總本店松岡軒（福井市）
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時
間
持
続
。
現
在
、
特
許
を
申
請

中
で
す
。

高
い
技
術
で
視
認
性
向
上

従
来
に
な
い
販
路
開
拓
も

　

も
う
ひ
と
つ
大
き
な
課
題
と
な

っ
た
の
が
、
実
際
に
『
シ
ム
ラ
イ

ト
』
を
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
や
上
衣

な
ど
に
装
着
し
た
と
き
、
着
用
し

た
人
の
体
の
動
き
に
そ
っ
て
光
が

途
中
で
途
切
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
し
た
。

　

同
社
は
、
高
い
技
術
と
長
年
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
通
常
の
糸

　
「
実
は
、
自
分
が
車
を
運
転
し

て
い
る
と
き
に
、
無
灯
で
走
る
自

転
車
や
ペ
ッ
ト
の
散
歩
を
し
て
い

る
人
な
ど
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
が
光
る
テ
ー
プ
の
開

発
の
き
っ
か
け
で
す
。
よ
り
認
識

し
や
す
く
、
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
製
品
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
井
上
氏
は

語
り
ま
す
。

　

当
初
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
業
界
向
け
の
製
品
と

し
て
開
発
に
取
り
か
か

っ
た
の
で
す
が
、

取
引
先
の
お
客
さ

ま
か
ら
「
こ
れ
ま

で
の
反
射
型
の
素

材
と
は
違
う
、
そ

の
先
の
も
の
が
で

き
な
い
か
」
と
い

う
要
望
が
出
た
の

だ
そ
う
で
す
。
日

頃
か
ら
コ
ス
ト

夜
間
の
安
全
性
を
高
め
る

光
る
テ
ー
プ
を
目
指
し
て

　

独
自
に
開
発
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ

ッ
ト
を
用
い
、
特
殊
な
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
織
り
込
ん
で
テ
ー
プ
の
ラ

イ
ン
そ
の
も
の
が
光
り
を
放
つ『
シ

ム
ラ
イ
ト
』。
車
の
ラ
イ
ト
な
ど
を

浴
び
て
光
る
反
射
型
の
テ
ー
プ
と

は
異
な
り
、
薄
暗
い
朝
や
夜
間
で

も
視
認
性
が
高
く
、
身
に
付
け
た

人
の
安
全
性
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

販
路
開
拓
に
も
つ
な
が
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
内
蔵
テ
ー
プ

井
上
リ
ボ
ン
工
業
株
式
会
社

Vol.18

完成への
道のり

商品はどのようなプロセスで完成
されていくのか。
企業によるアイデアの創出から新
商品誕生までの開発ストーリーを
紹介します。

細幅織物の企画・開発・製造・染色に携わる、井上リボン工業株式会社。インナー
やアウターなどの衣料資材から工業用資材まで、細幅織物の特性を活かし用途を拡
大しています。昨年、企画・開発した光ファイバー内蔵の細幅織物テープ『シムラ
イト（SYM Light）』は、これまでにない販路開拓も推進。地元大学と連携し、異
業種とコラボレーションして共同開発を行った完成までの経緯を、代表取締役社長
の井上博之氏に伺いました。

ね
た
と
こ
ろ
、
側
面
発
光
タ
イ
プ

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
あ
る
よ
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
他
社
が
扱

う
同
タ
イ
プ
の
製
品
を
取
り
寄
せ

た
と
こ
ろ
、「
明
る
い
と
こ
ろ
で

は
光
り
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と

語
る
井
上
氏
。
鮮
明
さ
を
目
指
し
、

光
源
ユ
ニ
ッ
ト
で
発
光
す
る
光
フ

ァ
イ
バ
ー
を
模
索
し
ま
す
。
様
々

な
人
に
相
談
す
る
な
か
で
、
県
内

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
扱
う
日
野
電

子
株
式
会
社
（
坂
井
市
）
を
紹
介

さ
れ
た
井
上
氏
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
輝
か
せ
る
光
源
ユ
ニ
ッ
ト
を

日
野
電
子
と
共
同
開
発
す
る
こ
と

に
。「
試
作
の
と
き
は
電
源
を
外

か
ら
供
給
す
る
形
式
だ
っ
た
の
で

す
が
、
取
り
外
せ
た
方
が
良
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー

を
内
蔵
し
た
着
脱
型
の
充
電
式
光

源
ユ
ニ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
」。

　

完
成
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
ユ
ニ
ッ

ト
は
、
重
さ
13
グ
ラ
ム
。
コ
ン
パ

ク
ト
で
ウ
エ
ア
に
つ
け
て
も
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ず
、
取
り
外
し
て
Ｕ

Ｓ
Ｂ
で
充
電
で
き
、
コ
ネ
ク
タ
ー

部
分
は
水
洗
い
可
能
で
す
。ま
た
、

青
、
黄
、
赤
の
3
色
の
光
が
選
べ
、

連
続
点
灯
で
3
時
間
、
点
滅
で
6

井上 博之 氏

よ
り
数
十
倍
も
太
い
光
フ
ァ
イ
バ

ー
に
対
応
。
テ
ー
プ
生
地
の
中
央

部
分
を
凹
型
に
へ
こ
ま
せ
た
と
こ

ろ
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
通
し
、
上

か
ら
糸
を
渡
し
て
と
め
る
構
造
を

採
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
透
明

な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
下
に
色
糸
を

配
す
る
こ
と
で
、
消
灯
時
は
フ
ラ

ッ
シ
ュ
カ
ラ
ー
の
ラ
イ
ン
と
し
て

デ
ザ
イ
ン
の
一
部
に
、
発
光
時
は

色
糸
が
反
射
板
の
役
目
を
果
た
し

て
よ
り
明
る
く
ラ
イ
ン
が
浮
き
上

が
る
よ
う
に
配
慮
。
最
終
的
に
、

夜
間
1 

0 

0
ｍ
先
か
ら
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
高
い
視
認
性
を
実

現
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
、
同
社
は
展
示
会
で

『
シ
ム
ラ
イ
ト
』
を
発
表
。「
非
常

に
評
判
が
良
く
、
興
味
を
持
っ
て

見
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
今
ま
で

な
か
っ
た
警
備
会
社
や
釣
り
、
ラ

ン
ド
セ
ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
か
ら
も
反
響
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
販
路
拡
大
に
期

待
を
寄
せ
る
井
上
氏
。
現
在
、
約

20
社
の
お
客
様
と
商
品
化
の
話
が

進
行
中
で
す
。「
ど
う
商
品
化
し

て
い
く
か
、
こ
こ
か
ら
も
う
ひ
と

頑
張
り
で
す
ね
」
と
力
を
込
め
ま

し
た
。

の
競
争
で
は
な
く
、
付
加
価
値
の

高
い
も
の
づ
く
り
に
よ
る
差
別
化

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
井
上
氏

は
、「
何
か
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

製
品
の
開
発
を
」
と
考
え
、
電
気

を
通
さ
ず
水
に
濡
れ
て
も
安
全
な

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用
し
た
テ
ー

プ
の
開
発
を
立
案
。『
ふ
く
い
の

逸
品
創
造
フ
ァ
ン
ド
助
成
金
』
を

活
用
し
、
社
内
の
企
画
及
び
開
発

設
計
に
よ
る
『
シ
ム
ラ
イ
ト
』
の

試
作
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
学
や
異
業
種
と
交
流
し

明
る
さ
と
利
便
性
を
追
求

　

し
か
し
、
細
幅
織
物
を
手
が
け

る
同
社
に
と
っ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
の
制
御
は
管
轄
外
で
し
た
。
そ

こ
で
同
社
は
、
福
井
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
の
勝
山
俊
雄
氏
に
、

光
る
テ
ー
プ
の
構
想
を
相
談
し
ま

す
。「
良
い
ア
イ
デ
ア
が
な
い
か
尋

井上リボン工業株式会社
http://www.telala.com/index.html
所 在 地：越前市千原町2－6
電話番号：0778－43－0810（代表）
代 表 者：井上 博之 氏
資 本 金：4,000万円
従業員数：145名
事業内容：衣料資材、ラッピング用リボン、

工業資材用テープ

多品種の細幅織物を展開する同社

事務所内の様子。地元の女性を積極的に採用し、多くの女性が活躍しています。

取り外し可能な軽量のLED光源ユニット
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第
１
回
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
開
発
研
究
会　

開
催　

　

本
県
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

開
発
拠
点
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

原
子
力
災
害
等
に
対
応
す
る
国
産

の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
向
上
す
る
た

め
、
産
学
官
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
2 

0 

1 

6
年
3
月
22
日（
火
）

に
第
一
回
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
究
会

で
は
、
県
か
ら
災
害
調
査
用
の
ド

ロ
ー
ン
（
自
律
飛
行
す
る
無
人
機

や
多
数
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
有
す
る
航

空
機
な
ど
を
示
す
）
開
発
へ
の
方

協
定
を
2 

0 

1 

6
年
3
月
30
日
に

締
結
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
企
業
に
対
し
て
3
者
が

連
携
し
て
支
援
し
、
航
空
・
宇

宙
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
及
び
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
先
端
技
術
分
野
を

想
定
し
た
新
成
長
産
業
分
野
に
お

い
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ニ
ッ
チ

ト
ッ
プ
企
業
の
創
出
等
を
図
り
ま

す
。
産
総
研
は
共
同
研
究
等
を
通

じ
た
研
究
開
発
支
援
な
ど
を
推
進

し
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
技
術
シ
ー
ズ
の

発
掘
支
援
や
実
用
化
開
発
へ
の
助

成
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

福
井
県
、
産
総
研
及
び

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
新
成
長
産
業
の

創
出
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

福
井
県
は
ふ
く
い
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
（
Ｆ
Ｏ

Ｉ
Ｐ
）
を
活
用
し
て
産
学
官
金
連

携
に
よ
る
研
究
開
発
等
を
推
進
し

て
し
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、

福
井
県
は
先
端
技
術
分
野
等
に
お

い
て
、
連
携
し
て
県
内
企
業
を
支

援
す
る
た
め
、
国
立
研
究
開
発
法

人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総

研
）、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
3
者
連
携

福井が生みだす
技術シーズ

FOIP（ふくいオープンイノベーション推進機構）では、県内の研究開発
のプロジェクトやイノベーション創出のために、機構内外の研究会や会議
を運用・支援しています。F－ACTでは、これら各種研究会と、研究会が
目指すイノベーション技術を取り上げ、イノベーションを通じた新商品・
新サービス・新技術・新工法などの状況をご紹介していきます。これらの
技術シーズを活かした新たなビジネス創出を思い描いてみてください。

〈第１回〉

向
性
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
千
葉
大
学
の
野
波
教
授
（
坂

井
市
出
身
）
よ
り
ド
ロ
ー
ン
の
概

要
、
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る

操
作
支
援
実
現
の
た
め
の
技
術
と

機
器
、
産
業
用
に
必
要
な
技
術
お

よ
び
課
題
、
航
空
法
な
ど
の
遵
守

す
べ
き
法
律
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

姿
勢
制
御
用
セ
ン
サ
や
新
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
、
駆
動
用
モ
ー
タ
や
電
子

制
御
機
器
、
軽
量
部
材
や
高
効
率

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
、
県
内
企
業
の

得
意
技
術
を
提
案
し
、
開
発
に
繋

げ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
将
来
的
に
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
製
品
へ
の
展
開
や
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

協定に基づく事業推進イメージ

経済産業省立会のもとの協定締結式

野波教授の研究するドローン

福井の基幹産業を支えている「ものづくり技術」。伝統工
芸の熟練の技、こだわりを追求した技など、さまざまなジ
ャンルから福井の「スゴ技」をご紹介する新コーナーです。
県内のものづくりの心意気を感じてください。

福井のスゴ技探訪探訪
その１

「マリンバ製造」株式会社こおろぎ社
越前市で世界のトッププロも絶賛するKOROGIブランドのマリンバを製造販売する同社。音板を原木から一貫生
産している唯一のメーカーであり、その音質は世界一と言われています。「私たちはひたすら楽器としての完成
度を追い求めてきました。より美しい音へのあくなき挑戦が今の評価につながっています」。ストイックすぎる
ほどの製造工程に対しても、「良い楽器を作ろうとしたら、この位やって当然」という代表取締役の齋藤氏の言
葉からは、経営者の顔と併せもつ職人の気概を感じました。

①材料
山のように倉庫に積まれた音板材（中南米産
ホンジュラスローズウッド）。ここで５年間
をかけ自然乾燥させることで伸びやかで華や
かな音が生まれます。

②木取り
曲がりや節、割れを避け、原木から良材を切
りだす工程。木のポテンシャルを即座に見定
め、判断するには長年の経験が必要です。「誰
にでもできそうで実際はそうではない。全工
程の中で一番ハードかつ難しい仕事」と齋藤
社長。

③レーティング
音板として利用できる26％の材料を１本ず
つたたいてさらに５段階に選別する作業。瞬
発的に音の良し悪しを判断する集中力と熟練
のスキルが必要。世界一の音質たる所以がこ
の工程にあると齋藤社長は話します。

④調律
音板のどこを打っても一定の音程になるよ
うに、音聞きとサンディングによる微調整を
繰り返します。技術者の経験と勘がものを言
う集中力のいる工程です。

⑤検査
全音階の音の均質性、濁りやノイズがないか
を厳しくチェックします。最後まで完璧を目
指し微調整を加えます。

スゴ技の様子を動画でも公開中！
F－ACTのHP（www.fisc.jp/fact/）
でチェックしてください。

① ②

③

④

⑤
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あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
何
か
ら
始
め
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
性
能
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
機
器
の
導
入
も
い
い
で

す
が
、
ま
ず
は
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
関
心
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、標
的
型
メ
ー
ル（
※
）

で
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
機

密
文
書
漏
え
い
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
れ
ば
、
自
社
に
は

標
的
型
メ
ー
ル
が
来
て
い
な

い
か
確
認
し
た
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
を
紛
失
し
て
顧
客
情

報
流
出
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
れ
ば
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
運

用
方
法
を
考
え
る
な
ど
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
が
自
社

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

徐
々
に
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　

今
や
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

企
業
経
営
に
不
可
欠
の
便
利

な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
安
全
に
活
用

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
？

　

ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

は
、
パ
タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
と

い
う
ウ
ィ
ル
ス
一
覧
表
の
よ

う
な
も
の
が
最
新
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

新
し
い
ウ
ィ
ル
ス
が
生
ま
れ

て
か
ら
発
見
さ
れ
て
最
新
の

パ
タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
が
で
き

る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
ウ
ィ

ル
ス
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
小
さ
な
会
社
で
あ

っ
て
も
、
他
社
を
攻
撃
し
た

り
、
不
正
送
金
を
す
る
パ
ソ

コ
ン
と
し
て
利
用
す
る
た
め

に
、
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ
せ

よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で

攻
撃
し
て
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
弱
い
と
考
え
ら
れ
る

小
さ
な
会
社
の
ほ
う
が
狙
わ

れ
や
す
い
の
で
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
心
を
持
つ
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱

い
も
始
ま
っ
た
今
、
中
小
企

業
で
あ
っ
て
も
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

誤
っ
た
認
識

　

近
年
、
悪
意
の
あ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
以
下
、「
ウ
ィ
ル

ス
」）
や
不
正
ア
ク
セ
ス
に

よ
る
顧
客
の
個
人
情
報
や
技

術
情
報
の
漏
え
い
な
ど
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
連
す

る
ニ
ュ
ー
ス
が
頻
繁
に
流
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ニ

ュ
ー
ス
を
見
て
も
、「
ウ
ィ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」「
狙

わ
れ
る
の
は
大
企
業
。
小
さ

な
会
社
に
は
お
金
の
か
か
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
無

縁
」
と
考
え
る
方
も
い
る
よ

う
で
す
。

「第３の目」の使い方
～コンサルティング活用のススメ～

第１回：診断による課題の把握
　「時間管理マトリクス」という図のようなフレームワークを目にした方も多いと思います。仕事や課題を「重要度」と「緊
急度」の二つの軸で分類するものです。重要度も緊急度も高いものを最優先、両方とも低いものを後回しというのは分か
りますが、問題は左上と右下の 2つのどちらを優先するかです。みなさんはどちらを優先しているでしょうか？誰でも目
の前の急用を優先してしまいがちですが、ここで考えるべきは時間の経過。左上の仕事・課題は、時間が経つと右上に移
動します。その時になって慌てて対処するのと、そこに計画的に手を付けておくのと、どちらがいいでしょうか？変化の
激しい時代だからこそ余計に、左上の課題に計画的に手を打っていく必要があります。
　目先の課題・仕事に追われずに、計画的に重要課題に手を付ける秘訣が「第三者である専門家」の活用です。そのメリ
ットは大きく 3つ。

①外部専門家に依頼することで、左上の課題解決に向けた時間を必然的に確保す
ることになる
②専門家のノウハウ活用による課題解決のスピードアップが図れる
③「外からの目」により、客観的かつ広い視野で課題を分析できる

　福井の織物製造業を代表する老舗として創業100周年を迎えた勝山市のケイテ
ー㈱は、織物・編物製造の事業部門をケイテー・テクシーノ㈱として分社しまし
た。次の100年を乗り切るためには「時代の変化に対応できる体質と能力を持っ
た新しい会社に生まれ変わる」必要があると考えたのです。同社は日常の業務を
こなしながら、新会社のビジョンや戦略・中期計画の策定、新人事制度導入や教
育制度づくり等々の抜本的な経営の見直し、体質の変革に取り組んだわけですが、
その際に「第 3の目」としてふくい産業支援センターの「診断・コンサルティング事業」をうまく活用していきました。
　経営の見直しに取り組む際にまず欠かせないのは、現状の課題を整理する「企業診断」と「当社の存在価値、使命は何
か＝経営理念」の確認です。ふくい産業支援センターの中小企業診断士が第三者の専門家として以下の内容で企業診断を
実施しました。

①経営者ヒアリングおよび管理職ヒアリング
　⇒経営課題や部門ごとの課題認識について取りまとめ
②一般社員ヒアリングおよび社員の意識調査（アンケート形式）
⇒社員の目から見た課題認識、社員のやる気や不満などの取りまとめ
③財務分析・生産現場の分析・営業現場の分析
　⇒数字などの経営情報から見た課題の取りまとめ
④業界やマーケット、経済・社会の動向など外部環境の分析
⇒①～③も踏まえ、同社のSWOT分析（※）として取りまとめ

　上司と部下の関係では話しづらいことを聞き出す、外部環境を広
い視野でとらえて客観的にまとめるなどは外部専門家ならではのこ
とです。その結果、課題として浮かび上がったのは以下のようなも
のでした。

①ヒト：真面目だが、変化の激しい時代に必要な「自分で考えて動
く力」に欠ける
②モノ：中間加工であり、原糸メーカーやアパレルに比べ付加価値が取りづらい
③カネ：賃加工形式であり、価格決定権が原糸メーカーやアパレルに握られがち
④情報：技術に関する情報は豊富だが、消費者の動きなどマーケティング情報が不足

　これらの企業診断、課題の洗い出しの後、いよいよ課題解決に向けて具体的な取り組
みが始まります。続きは次号でのご紹介です。ご期待ください。

いずれ
最優先に！ 最優先

後回し
（できれば
やらない）

なるべく
減らす！

低

緊
急
度
高
い

重要度高い

低

診断による課題の把握

ビジョンの明確化

経営理念の確認

経営戦略の策定

マーケティング・営業／組織・人事・教育／
生産・技術・開発／財務・経理

経営計画・事業計画の作成

アクションプラン作成・実行

経営見直しの流れ

中小企業にも必須！
情報セキュリティ対策

苦手意識克服！ 
脱ITオンチ経営
分かっているつもりで分からないことの多いIT。経営に不可欠なIT
を毎回違った切り口で紹介・解説します。ITに苦手意識があるの方
もない方も、一読いただき日々の業務にお役立てください。

社内のセキュリティ意識を高める研修のご案内

「マイナンバーの取り扱いは大丈夫？
経営者・社員のためのセキュリティ基礎」
日　時：平成28年５月11日（水）18：00～21：00
受講料：3,300円（税込・テキスト料込）

《問い合わせ先》
公益財団法人ふくい産業支援センター
創業・Ｅビジネス支援グループ
電　話：0776－67－7411
メール：pckouza@fi sc.jp

マイナンバー制度が始まりました。マイナンバーガイド
ラインには、マイナンバーを業務で利用する社員の継続
教育が求められています。
こうした声にお応えして、ガイドラインに沿って適切に
マイナンバーを取扱うために必要な情報セキュリティの
知識を学んでいただきます。
セキュリティに関する技術的な内容ではなく、「うっか
りミス」を防ぐための内容となっています。経営者をは
じめ、労務管理を行っている方でも理解できる内容です。
詳細・お申し込みは、Ｗｅｂ（www.fi sc.jp/pckouza）で。

（※）組織を、「強み（Strength）」「弱み
（Weakness）」「機会（Opportunity）」
「脅威（Threat）」の４つの軸から評
価する手法のこと。

経営の改善・見直しについて、必要性を感じながらも、その実行には二の足を踏む経営者が少なくないのではな
いでしょうか。このコーナーでは当支援センターによる実際の企業コンサルの事例を交え、第三者による企業コ
ンサルティングのエッセンスをお伝えします。

（
※
）特
定
の
企
業
・
組
織
の
機
密
情
報

を
狙
っ
た
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
。
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「
き
れ
い
事
を
言
っ
て
も
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
以
上
、最
後
は
数
字
」

と
同
氏
。
し
か
し
経
営
に
対
し
て

吉
村
氏
は
極
力
自
然
体
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。「
年
間
の
売
上
目
標

を
掲
げ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う

の
も
そ
の
一
つ
。
目
標
を
追
い
す

ぎ
る
が
た
め
に
、
無
理
に
力
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
と
言

い
ま
す
。「
ゴ
ル
フ
と
同
じ
で
飛

ば
す
ぞ
ー
っ
と
力
む
と
空
振
り
す

る
。
仕
事
も
素
振
り
の
つ
も
り
、

自
然
体
で
事
に
当
た
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
も
こ
れ
も
利
益

を
出
す
こ
と
が
大
前
提
で
す
ね
。

数
字
が
伸
び
て
く
れ
ば
、
余
裕
の

あ
る
考
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」。

　

余
裕
が
生
ん
だ
ア
イ
デ
ア
を
社

内
外
の
満
足
に
つ
な
げ
、
売
上
へ

と
。
15
年
連
続
の
緩
や
か
な
増
収

増
益
が
好
循
環
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は
他
に

も
。
こ
れ
ま
で
朝
礼
を
一
度
も
し

た
こ
と
が
な
い
代
わ
り
、
毎
日
午

前
と
午
後
の
2
回
、
全
員
が
集
ま

っ
て
の
〝
お
茶
の
時
間
〞
を
設
け

て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
顔
を
合

わ
せ
て
ム
ダ
話
を
し
て
る
だ
け
」

と
笑
う
も
の
の
、
社
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る

吉
村
氏
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま

す
。「
社
長
の
仕
事
で
ど
う
考
え

て
も
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
会
社

の
雰
囲
気
作
り
」
と
吉
村
氏
。
見

事
そ
れ
を
実
践
し
、
会
社
全
体
の

好
循
環
に
変
え
て
い
ま
す
。

異
次
元
の
サ
ー
ビ
ス
で
売
上
増

心
の
余
裕
が
好
循
環
を
生
む

　

従
業
員
へ
の
思
い
と
同
様
、
顧

客
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
も

旺
盛
で
す
。
同
社
の
ス
ク
リ
ー
ン

は
10
年
保
証
。期
間
内
の
修
理
費
・

送
料
は
同
社
負
担
。
雷
で
故
障
し

た
場
合
で
も
無
償
対
応
と
同
業
他

社
を
圧
倒
し
ま
す
。「
大
画
面
好

き
の
同
好
会
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
担

当
の
役
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚

で
す
ね
。
仲
間
と
し
て
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
提
供
し
た
い
。
10
年

保
証
な
ら
安
心
で
し
ょ
？
」
と
吉

村
氏
。
実
際
そ
の
安
心
感
が
売
上

に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
身
が
働
き
た
い
環
境
に

従
業
員
と
の
感
謝
の
連
鎖

　

創
業
か
ら
約
2
年
に
一
人
の
ペ

ー
ス
で
従
業
員
を
増
や
し
、
こ
れ

ま
で
の
15
年
間
に
一
人
し
か
会
社

を
辞
め
て
い
な
い
こ
と
を
吉
村
氏

は
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
第
一

に
社
員
が
快
適
に
働
け
る
環
境
作

り
を
考
え
て
い
る
と
同
氏
。
そ
の

根
底
に
は
従
業
員
に
対
し
て
の

〝
感
謝
〞
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
給
料
を
稼
い
で
く
れ

て
い
る
の
は
社
員
た
ち
。
そ
う
考

え
、
で
き
る
だ
け
良
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
還
元
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
が
感
謝
す
る
こ

と
で
社
員
か
ら
の
感
謝
も
返
っ
て

く
る
し
、
仕
事
も
が
ん
ば
っ
て
く

れ
ま
す
」。

　

同
社
で
は
月
単
位
の
完
全
フ
レ

ッ
ク
ス
制
度
を
取
り
入
れ
、
年
間

休
日
カ
レ
ン
ダ
ー
も
社
員
同
士
が

相
談
し
て
自
由
に
決
め
ま
す
。「
誰

だ
っ
て
上
に
指
示
さ
れ
て
仕
事
は

し
た
く
な
い
で
し
ょ
？
自
分
で
決

め
て
仕
事
が
回
れ
ば
、
会
社
と
し

て
は
そ
れ
で
Ｏ
Ｋ
。
社
長
が
口
を

出
す
の
も
変
な
話
で
す
。
自
分
で

考
え
て
や
る
こ
と
で
自
ず
と
や
り

が
い
も
出
て
く
る
」。
新
商
品
開

発
も
含
め
、
あ
く
ま
で
社
員
の
自

主
性
を
尊
重
し
ま
す
。

2001年創業のスクリーンメーカー、株式会社シアターハウス。製造から販売、サポートまで顧
客の細かなオーダーに応え、これまで15年間、着実に業績を伸ばし続けています。従業員わず
か８名の企業にして、前年度は約3.2億円を売り上げるほどの勢い。その躍進の陰には吉村氏の
会社作り、経営への思いと考えがありました。経営に良い循環をもたらした秘訣を吉村氏に語っ
ていただきました。

飛躍する経営者たち
福井県ゆかりのアグレッシブな経営者を取材。企業を成長へと導く秘訣
に迫ります。

第18回

吉村 明高 氏 ●株式会社シアターハウス　代表取締役

売上をもたらす好循環を作る
感謝とサービスと自然体経営

株式会社シアターハウス
HP：https://theaterhouse.co.jp/
所 在 地：福井市天池町32－6
資 本 金：1,000万円

従業員数： 8名
事業内容：映写スクリーンの開発、製造、

販売、サポート 等

職人の手作業により、1㎝単位でのオーダ
ーが可能。
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information

　

１
８
９
０
年
の
創
業
か
ら
、
撚

糸
技
術
を
核
に
勝
山
の
地
で
繊
維

産
業
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
た
松

文
産
業
株
式
会
社
。
高
速
レ
ピ
ア

織
機
の
い
ち
早
い
導
入
や
、
エ
ア

バ
ッ
ク
素
材
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
資
材
へ
の
進
出
な
ど
、
そ
の
時

代
に
合
わ
せ
た
転
換
を
経
て
現
在

に
至
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
面
状

発
熱
体
や
、
太
陽
光
で
発
電
す
る

布
地
の
開
発
に
携
わ
る
な
ど
、
他

企
業
と
の
連
携
で
新
し
い
挑
戦
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
同
社
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
和
協
一
心
」
の
文
字
。〝
与

え
ら
れ
た
職
分
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
、
調
和
を
図
り
、
お
互
い
の

心
を
通
じ
た
連
帯
感
を
持
ち
実
践

す
る
こ
と
〞
の
意
味
の
通
り
、
新

商
品
開
発
に
あ
た
る
姿
は
ま
さ
に

社
是
が
表
す
そ
の
も
の
で
す
。
事

業
へ
の
想
い
が
人
を
つ
く
り
、
企

業
を
つ
く
る
。
社
是
に
込
め
ら
れ

た
マ
イ
ン
ド
が
１
１
０
年
の
永
続

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
和
協
一
心
」

取
材
先
で
編
集
者
の
目
に
留
ま
っ
た
「
社
是
」「
社
訓
」「
経
営
理
念
」
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
そ
こ

か
ら
は
企
業
の
考
え
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
会
社
の
“
色
”
や
“
空
気
感
”
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

今
月
の
社
是

No.07

ふくいの老舗企業チャレンジ応援助成金の募集を行います
～老舗企業のチャレンジを応援します～

ふくい産業支援センターでは、「ふくいの老舗企業チャレンジ応援助成金」事業を行います。県内小規模老舗企業の事業
継続や地域に親しまれた商品、サービスの次世代への保存を図るため、老舗企業の新たなチャレンジを応援。和菓子店、
飲食店、工芸品加工小売店などの老舗企業の事業継続に必要な取組み（店舗改装・設備導入等）の経費を助成します。

1募集概要

2取り組み例
①和菓子製造企業が消費者向け小売店舗を設置、新たにBtoC取引を開始。
②酒蔵が製造蔵の一部を改修し、観光客等向けの試飲・販売スペースを設置。

助成対象者

以下の要件を全て満たす方
①福井県内に主たる事業所を有する小規模企業者。ただし、みなし大企業、フランチャイズ契約を締結して事
業を行っている方は除きます。
②創業から30年以上を経過しており、主に一般消費者に対して商品・サービスを提供する方。
③自社独自の長く伝わる技術等を用いて商品の製造・加工・販売、またはサービスの提供を行っており、かつ
その技術に希少性がある方。
④商工会・商工会議所と連携して、今後５年間の事業計画を作成する方。

助成率および
助成限度額

助成率２／３
助成限度額300万円

■本件に関するお問い合わせ先■

公益財団法人 ふくい産業支援センター  ふるさと産業支援部　担当：追別・岩崎
電話：0776－67－7406／e-mail：shikin-g@fi sc.jp

“外国人労働者100万人時代”到来！
外国人社員と円滑なコミュニケーションを取るには？
「職場のグローバル化」の課題と対応策を考える

「グローバル人材受入体制準備セミナー」
先着50名
受講無料

平成28年５月11日（水）13：30～16：30
福井県中小企業産業大学校（福井市下六条町16－15）

【主な対象者】
　職種、役職、業種を問わず、どなたでも参加いただけます。
　特に、下記に該当する方にとっては必聴の基礎講座です。
　　①外国人社員の採用を予定している企業…採用上の留意点についても学んでいただけます。
　　②外国人社員を採用している企業でコミュニケーションの取り方に苦労されている方
　　③多様な人材を活かす異文化マネジメントを学びたい方

【講師・内容】
　講師：IC異文化コーチング株式会社　代表取締役　ケンパー・マティアス 氏
　　　　（セミナーは日本語で進めます）
　内容： ■外国人採用の目的と意義　　■日本文化への適応：その課題と支援策
　　　　■日本人社員の課題と教育　　■異文化マネジメントの基本
　　　　詳細は、ホームページ（http://www.fi sc.jp/fi ib/)をご覧ください。

日  時
会  場

■本件に関するお問い合わせ先・受講お申し込み先■

公益財団法人 ふくい産業支援センター  人材育成部（中小企業産業大学校） 担当：栗井
電話：0776－41－3775／e-mail：manabi@fi sc.jp

平成28年４月11日（月）～平成28年５月20日（金）17：00必着申請の
受付期間
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新聞記事から集めた
県内企業の
新商品・新規事業

■収集期間：2016年２月１日～2016年３月31日
■収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

当支援センターが収集している新聞記事の中から、県内企業の新商品・新規事業に関する記事をピックアップしました。

「○○が面白かった、ためになっ
た」、「△△をもう少し□□にした
らどうか」、「●●のテーマについ
て紹介して欲しい」、「▲▲会社が
やっている■■について取り上げ
て欲しい」など、本誌を読んだ感
想や、要望など、皆様のご意見を
お待ちしております。

皆様の声を
お聞かせ下さ

い！

編集後記

公益財団法人 ふくい産業支援センター　http://www.fi sc.jp/
総務部　TEL：0776－67－7414／FAX：0776－67－7419／E-mail：kouhou-g@fi sc.jp
〒910－0296  福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1－16（福井県産業情報センタービル内）

本誌に関するお問い合せは

本誌「F－ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

企業情報メール便
販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封
サービス）を毎号実施いたします。配送先
は、県内事業所約2,200社です。この機会に、
貴社の商品・サービスを幅広く紹介しませ
んか？

●次回実施号
VOL.19　６月25日発行予定
チラシ提出締切日： 6月20日（月）
チラシ2,200部をご提出
（持参または配送）ください。

●料金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）
Ａ4判以下のチラシ 8,400円

Ａ4判超～Ａ3判以下のチラシ
（二つ折にしてＡ4判以下のサイズにすること）

12,600円

Ａ4判以下のパンフレット（10ページ程度まで） 16,800円
※チラシ・パンフレット 1種類当たり 1回分の同封料金です。

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
1号につき約10社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター　総務部　F－ACT編集室
TEL：0776－67－7414　e-mail：kouhou-g@fi sc.jp

　いつの時代でも、最後に生き残る
のは最も強い者でもなく、最も大き
い者でもなく、周りの変化に合わせ
て対応できた者。そんな言葉を今回
の老舗企業への取材の中で何度か思
い出していました。世の移り変わり
の中で、一つの企業を永続させるこ
とは並大抵のことではないはずで
す。インタビューの中で、各企業の
社長様からは受け継いだその歴史へ
のプレッシャーの言葉もあったと同
時に、どこかにそれを達観したよう
な柔らかな空気感も併せ持っている
ようにも感じられました。柔軟な経
営は、社長の人柄とも繋がる部分が
あるのかも知れません。
　さて、今回のF－ACTは新年度と
いうことで、新連載コーナーが目白
押しです。県内最新の技術開発への
動き、当支援センターのコンサルテ
ィングレポート、IT経営に関する
情報など、今後も読者企業様の経営
に役立つ情報発信を努めて参りま
す。今後もお力添えのほど、よろし
くお願いいたします。

福井県からのお知らせ

【食料品・飲料】
県産食材にこだわったしょうゆこうじ漬けのシリーズを開発。武生信用金庫と県よろず支援拠点が共同で支援。味付けやパッケージデザイ
ンについて試行錯誤を重ね、県観光連盟の優良観光土産品新商品部門で優秀賞に選ばれるなど高評価を得ている。 神久商店（越前市）

新感覚の洋菓子「もちもち焼きいも饅頭」を開発。餡の部分をとみつ金時だけで仕込んだ饅頭感覚の洋菓子で、とみつ金時の甘さとコクを
最大限に引き出した。福井国体や北陸新幹線の福井県内延伸に向け、土産用「ベイクドまんじゅうスイートポテト（仮称）」の開発も進める。

宇都宮正二商店（福井市）
新珠食品（越前市）

オール福井産のチーズ「SAKKAS LATTE（サッカス・ラッテ）」を共同開発。酒米から出た米粉と黒龍酒造（永平寺町）の酒かす、自然環
境で育ったわらを混ぜた飼料を美浜町の牧場の牛に食べさせた結果、乳質が向上したという。

越前酒乃店はやし（越前市）
手作りチーズ工房ラ・ヴェリタ（小浜市）

若狭町、若狭路女将の会「わかさ会」と共同で梅酒「紅姫」を開発。しっかりとした甘みとフルーティーな香りがあり、美と健康を思わせ
るコラーゲンも入っているのが特徴。 エコファームみかた（若狭町）

【繊維／衣服】
牧草などを円筒状に固めた家畜の飼料「牧草ロール」が崩れないように周囲を巻く綿製ネット「e－コットンネット」を開発。天然素材のため、
牛が食べても害がなく、ネットを巻いたまま牧草ロールを解体して牛に与えることも可能。 岡本レース（坂井市）

【眼鏡】
ウエアラブル端末用の眼鏡枠を米国企業と共同開発。需要が高まっている欧米の医療現場に対応し、医師が手術中、手元が見やすいように
端末がやや下側に見えるデザインに。 三工光学（鯖江市）

【機械】
ホンダと共同で、自動車の車体部品のレーザー切断技術を開発。高エネルギー出力レーザーと、レーザーを素早く動かす機構、鋼板を高速
で送るベルトコンベヤーの技術がポイント。鋼材の切断をカメラで確認する技術も。 エイチアンドエフ（あわら市）

【伝統工芸】
円谷プロダクション（東京都）と組み、腕時計の文字盤に蒔絵でウルトラマンの胸の模様を施した腕時計を発売。特撮ヒーロー番組「ウル
トラマン」の放送開始50周年に合わせた企画で、伊勢丹新宿本店（東京都）などで数量限定販売する。 サンユー（鯖江市）

ウルトラマン、怪獣をモチーフにしたデザインをあしらった漆塗りの箸と椀を制作。箸、わんとも越前漆器の技術を生かし、天然木に白漆
を塗って仕上げた商品で、ウルトラマンを知らない人にもおしゃれに感じてもらえるよう洗練されたデザインが特徴。 土直漆器（鯖江市）

手すき和紙を使ったフォトフレームを開発、商品化。中に収める写真も越前和紙に転写したものを使用。LEDを内蔵しており、和紙を透過
する光がフレーム、写真をともに幻想的に照らしてモダンな演出が楽しめる。 ハートブレーン（あわら市）

【その他の製造業】
段ボールを組み立てて設営する災害対策用品を開発。パーテーションと更衣室は簡易トイレの設置や授乳室として利用が可能。簡易ベッド
兼テーブルも含め、避難場所の備蓄用として自治体や事業所などからの需要を見込む。 垣内産業（越前市）

体臭のタイプを原因物質や年代などで分類し、それぞれに対応した洗剤を商品化。20代、30代、40代、それ以上の年齢の人の体臭に対応
した４種類と、足の臭いやワキガ臭など用４種類をそろえた。 ベネフィット－イオン（福井市）

福井県の恐竜キャラクターをかたどった工事用バリケード「じゅらちっくスタンド」を製作。安全性に優れた樹脂パイプとキャラクターの
恐竜を組み合わせ、目や口に反射シールを採用して夜も見やすいのが特徴。 八木熊（福井市）

【商業／サービス／飲食】
不動産事業部「ミニミニFC福井店」の新規事業として、JR福井駅近くのビル１階をリノベーションし、コワーキングスペース「Rink{ｓ}」
をオープンした。 エルディ（福井市）

婚約指輪選びから思い出の写真・動画制作、結婚証明書までをパッケージにしたサービスを開始。好みのデザインで指輪を制作後、プロポ
ーズの様子や思い出の場所で写真家が出張撮影し、お気に入りをオリジナルの結婚証明書にプリントする。

ジュエリー土屋（福井市）
ドット・グラフ（福井市）
山岸和紙店（越前市）

４月１日から福井県内外の量販店やコンビニで利用できる２種類の電子マネー機能を搭載したカード「JURACA（ジュラカ）」を発行。
「nanaco」、「QUICPay」の２つの電子マネーを搭載するほか、福井に特化したサービスも盛り込んだ。

福井銀行（福井市）
福井新聞社（福井市）

スマートフォン画面でレシートを見られる電子レシートサービス「スマートレシート」を、西日本で初めてスタート。月ごとや年間の金額
も自動的に集計し、家計簿としての機能も併せ持っているのが特徴。 ママ―ストアー（小浜市）

アロマセラピーのサロンや講座を開いている同社代表が、敦賀市の特産品、東浦みかんの皮を活用したエッセンシャルオイルなど香りの新
シリーズ「敦賀の水辺」を開発。また、３種類の香りが楽しめるハーブティーも同時に商品化した。 Relation(敦賀市）

【情報産業】
パソコンで免税手続きが簡単にできるシステム「さくら免税」を開発。個店の場合、１人あたり10～15分かかっていた書類作成時間を２
～３分に短縮。共同カウンターの場合は、店ごとの専用書類が自動で作成されるなどの効果が期待できる。 データシステム（坂井市）

自動車税の納期限は５月31日（火）です。

コンビニでも納税できます！！

納期限までに
納めましょう！！ 

身体に障害のある方が所有する自動
車等について、自動車税が減免にな
る場合があります。
その場合には納期限までに手続を済
ませてください。

これらのコンビニであれば、原則として24時間
全国どこでも土曜・日曜・祝日でも納付が可能です。

【利用できるコンビニ等】 
エブリワン、くらしハウス、ココストア、コミュニティ ･ス
トア、サークルＫ、サンクス、スリーエイト、スリーエフ、
生活彩家、セーブオン、セブンーイレブン、デイリーヤマザ
キ、ニューヤマザキデイリーストア、ファミリーマート、ポ
プラ、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショッ
プ、ヤマザキデイリーストアー、ローソン、MMK設置店※

※MMK（メルチ･メディア・キオスク）設置店については、下記
のアドレスのHPにて、ご確認ください。 
http://www.shinkin-sis.co.jp/mmk/mmklist.html

＜お問い合わせ先＞福井県税事務所　　TEL：0776－21－8274
　　　　　　　　　嶺南振興局税務部　TEL：0770－56－2223
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経費削減のために有料広告を掲載しています。

（平成２８年４月１日現在）


